
平成２１年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校２年 社会 出題のねらい等

連 大 中 小 観 点 ｢ ｣ ｢ ｣主に 知識 主に 活用
に関する問題 に関する問題領域及び学年 学習指導要領の内容 出 題 の ね ら い 社会的事象 社会的な 資料活用の 社会的事象

への関心・ 思考・判断 技能・表現 についての番 問 問 問
意欲・態度 知識・理解

① １ (1) ○ ○地理 １年 (1)世界と日本の地域構成 西廻り航路の終着地であった大阪府と新潟県に着目し，その位置を指摘できること。

② (2) ① 日本で最も長い川である信濃川をグラフから読み取ることができること。 ○ ○地理 ２年 (3)世界と比べて見た日本

③ ② ○ ○地理 ２年 (3)世界と比べて見た日本 日本の川をナイル川と比較し，日本で発生しやすい災害について，日本の川の特徴と関連
づけて説明することができること。

④ (3) ① 上越市の各月の降水量を棒グラフに表現できること。 ○ ○地理 ２年 (3)世界と比べて見た日本

⑤ ② 熊本市と上越市の降水量のグラフを比較し，日本海側の気候の特徴を説明できること。 ○ ○地理 ２年 (3)世界と比べて見た日本

⑥ ③ 上越市の降水量の特色について，海流と季節風に着目して説明できること。 ○ ○地理 ２年 (3)世界と比べて見た日本

⑦ (4) ○ ○地理 ２年 (3)世界と比べて見た日本 熊本県内の気温の違いについて，その地形的特徴から説明できること。

⑧ ２ (1) ○ ○地理 ２年 (2)地域の規模に応じた調査 世界の国々（中国）に関する資料から関係のあるものを２つ選択し，その特色を読み取
，関連付けて説明できること。り

⑨ (2) ○ ○地理 ２年 (2)地域の規模に応じた調査 世界の国々（中国）の人口と平均年収の特徴を，都市部と農村部を比べながら読み取り，
説明できること。

⑩ ３ (1) ○ ○地理 １年 (2)地域の規模に応じた調査 熊本県の主要な農産物を指摘することができること。

⑪ (2) ○ ○地理 ２年 (2)地域の規模に応じた調査 熊本県の農業生産額や生産物の割合のグラフを読み取り，その特徴について説明できるこ
と。

⑫ (3) ○ ○地理 ２年 (2)地域の規模に応じた調査 地産地消の具体的な取組について，考察できること。

⑬ ４ (1) ○ ○歴史 １年 (4)近世の日本 織田信長，豊臣秀吉，徳川家康のそれぞれの特徴を把握していること。

⑭ (2) ○ ○歴史 １年 (4)近世の日本 長篠の戦いについて，鉄砲活用の背景にある経済力について考察できること。

⑮ (3) ○ ○歴史 １年 (4)近世の日本 江戸幕府の支配体制について複数の資料を読み取り，関連させて説明できること。

⑯ ５ (1) 明治維新の主な改革について，その内容を理解していること。 ○ ○歴史 ２年 (5)近現代の日本と世界

⑰ (2) 明治維新の諸改革の中で，廃藩置県の意義を考察していること。 ○ ○歴史 ２年 (5)近現代の日本と世界

⑱ (3) 大日本帝国憲法の特徴を民間の憲法案と比較して表現できること。 ○ ○歴史 ２年 (5)近現代の日本と世界

⑲ (4) 歴史 ２年 (5)近現代の日本と世界 ○ ○日露戦争の特徴を日清戦争と比較して表現することができること。

⑳ (5) 歴史 ２年 (5)近現代の日本と世界 ポーツマス条約の内容を理解し，日本の支配地域を地図に示すことができること。 ○ ○

○ (6) ① 歴史 ２年 (5)近現代の日本と世界 資料から与謝野晶子について，指摘することができること。 ○ ○21

○ ② 歴史 ２年 (5)近現代の日本と世界 資料から日露戦争に対する国民感情を多面的に読み取ることができること。 ○ ○22


